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審 査 結 果 の 要 旨
同君 の 研究 は,螢 光 試薬 フル オル エ ッセ イ ンイ ソチ オ シアネー ト(FITC)及 び フエ ニル イ ソチ
オ シア ネー ト(PTG)を 用 い る新 しい超 微量 ペ プチ ドの一 次 構 造解 析法 及 び,FITC-PITO併
用法 を 開発 した点 にあ る。 同法は 現 行 の分 析 法 と比 して,最 も感 度が 良 く,き わめ てす ぐれ た 方法 で
あ る。 更 に,こ の 方法 を 用い,酵 母の 接 合 因 子,各 種 の脳下 垂体 ホ ル モ ソの一 次構 造解 析を 用 い,同
法 の有 用性 を 明 らか に した。
FITGは,本 研 究室 の川 内等 に よって 開 発 され,ペ プチ ドと反応 し,PTGと 同様 に 逐 次 切断 反
応 が 可能 であ っ た。 しか しPTCに 比 して,FITOは 大 分子 で あ り,反 応 収率 が 悪 く,結 果的 に ペ
プチ ドの 切断 反応 は数 残 基 に とど まった 。 村本 は,FITO反 応 後,未 反応 のN端 にPTcを 反 応 さ
せ,ひ き続 く切 断 反 応 を完全 に行 う併 用 法 を完 成 したQ同 法 は き わめ て 効率 良 く,ペ プチ ドの 切断 を
行 うこ とが 可 能 であ った 。 尚,混 合物 として 得 られ るPTC化 ア ミノ酸は 螢 光 を もた ない ため,検 出
の妨 害 に な らない 。 これ らの 切断 されたFTCア ミノ酸 の分 析法 と して,薄 層 ク ロマ トグ ラフ ィ ー及
び 高速 液体 クロ マ トグラフ ィ ー等 に よ り分離 法 を 開 発 し,螢 光 を 用い た超 高感 度の 分析 を 可 能 と した 。
更 に,同 君 は,ペ プ チ ドにFITOを 結合 させ,こ れ より,ペ プチ ドを 螢 光 ラベ ル し,ゲ ル 電 気泳
動 を 行 う超 微量 で の 分 子量 の 決 定法 も完 成 させた。
これ らは,ペ プチ ドの一 次構造 解析 に 寄与 す る ことが大 きく ,農 学博 士 の学 位 にふ さわ しい もの と
思わ れ る。
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